
海上空港のある花と史跡のまち三三昭和59年3月1白 紙995

市政だより -人口の動き
(前月比〉

人口計 68.704 + 51 
男 33.066 + 12 

女 35.638 + 39 

世帯数 20.257 + 29 
2月4日現在

一中央ミ二パスケットクラフー

OJg包 固 Gロ 11 
体育館いっぱいに 元気な声がとびかう

ボールを追う目は どれも真剣だ、額には汗が光る

3月27日"'-'29日の全国大会を目の前に 子供たちは今日もトレー二ンゲを続ける

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(代)③4111 編集/広報公聴課 印制所/九州凸版株式会社
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(2) b むおお市政だより1
1よ

白川
町

δ年ハ同
d

F
h
J
v
 

n
H
H
 

手
小
，

万
口

門
U
H
H

被褒彰者の皆さん

政

税

務

行

飯

野

豊

太

郎

武

部

町

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
、

ロ
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の
運
営

に
貢
献
さ
れ
た
。

政

農

林

行

出

口

義

範

田

下

郷

市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
ロ

年
に
わ
た
り
農
業
発
展
に
エ
貝
献
さ

れ
た
。

衛

高

木

三

枝

久

原

郷

各
種
予
防
接
種
の
主
任
看
護
婦
と

し
て
、
日
年
に
わ
た
り
保
健
衛
生

向
上
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
。

4

福

祉

関

係

一

上

野

義

成

今

村

郷

田
添
カ
メ
古
賀
島
町

田

中

力

子

水

主

町

上

野

信

子

中

里

郷

民
生
委
員
と
し
て
、
日
年
に
わ
た

り
地
域
住
民
の
生
活
安
定
と
自
立

更
生
の
推
進
役
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
。

福
田
ヨ
シ
ヱ
荒
瀬
郷

大
村
市
遺
族
会
理
事
と
し
て
、
発

足
以
来
お
年
に
わ
た
り
遺
族
の
福

祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

本

山

哲

向

木

場

町

大
村
市
傷
痩
軍
人
会
副
会
長
と
し

て、

μ
年
に
わ
た
り
戦
傷
病
者
お

よ
び
家
族
の
福
祉
向
上
に
エ
貝
献
さ

れ
た
。

高

月

兼

作

上

諏

訪

町

大
村
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
理
事

と
し
て
、
初
年
に
わ
た
り
精
神
薄

弱
者
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。

生

4ラ

政

野
中
テ
ル
子
原
口
町

養
護
施
設
大
村
子
供
の
家
の
保
母

と
し
て
、
初
年
に
わ
た
り
家
庭
環

境
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
の
養
育
指

導
に
あ
た
ら
れ
た
。

ご協力下さい)

人

命

救

山

下

重

夫

一

ノ
郷

昭
和
問
年
6
月
1
日、

寿
古
郷
の

海
岸
で
溺
死
寸
前
の
人
を
救
助
さ

れ
た
。

助

心の和(工事中ご迷惑をおかけしますが、

篤

黒

丸

町

黒
丸
公
園
の
新
設
に
あ
た
り
、
町

有
地
の
一
部
多
}
寄
付
さ
れ
た
。

森

勝

美

黒
丸
町

黒
丸
公
園
の
新
設
に
あ
た
り
、
私

有
地
の

一
部
多
}
寄
付
さ
れ
た
。

大
村
湾
東
部
漁
業
協
同
組
合

市
道
拡
幅
工
事
に
あ
た
り
、
組
合

所
有
地
の
一
部
を
寄
付
さ
れ
た
。

勢

戸

翠

竹
松
本
町

亡
父
留
一
殿
の
ご
意
志
に
よ
り
、

教
育
文
化
の
向
上
と
社
会
福
祉
増

進
の
た
め
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付

さ
れ
た
。

d
w悟，
幡
宮f

n

‘

ぺ吋
渇
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、
十
九

〆
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、
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e
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M
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(3) 

船
の
免
許
を
持
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
へ

昭
和
的
年
5
月
お
日
以
前
に
取
一

得

さ

れ

た

一

O
旧
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
一

。
丙
種
航
海
士
以
上
の
甲
板
部
の
一

免
許
(
初
ト
ン
未
満
の
船
の
操
一

縦
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
)

は
、
今
年
の

5
月
初
日
以
降
は

無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
法
に

よ
る
講
習
会
な
ど
を
5
月
お
日
ま

で
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
九
州
海
運
局
長

崎
支
局
(
宮
長
崎
⑫
4
4
0
3
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

むおお市政だより

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が

ふ
え
続
け
て
い
る
の
と
、
物
価
上
昇

に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
増
額
す
る
た

め
、
そ
の
補
い
分
と
し
て
の
負
担
が

ふ
え
て
い
る
た
め
で
す
。

年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代
と
の

助
け
合
い
の
制
度
で
、
皆
さ
ん
の
協

力
で
支
え
ら
れ
て
い
て
、
将
来
、
皆

さ
ん
が
年
金
を
受
取
る
と
き
は
、
そ

の
時
代
の
給
与
水
準
に
み
あ
っ
た
年

金
額
を
保
障
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

今
月
は
、
国
民
年
金
の
納
期
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、
障

害
年
金
・
母
子
年
金
ば
か
り
か
、
老

齢
年
会
単
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
o

-
哩
m
E

叫
ψ
。~イ
」

固
定
資
産
謀
税

台
帳
の
縦
覧
は

ー

3
月
引
日
ま
で
|

昭
和
日
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
附
1
2
日
附

午
前
8
時
初
八
万

1
午
後
5
時

※
日
曜
・
祭
日
お
よ
び
土
曜
の
午

後
を
除
く
。

場
所
税
務
課

※
本
人
以
外
が
縦
覧
す
る
場
合
は

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ
る
場

合
は
、

3
月
沼
田
凶
ま
で
に
異
議

の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

家
計
に
占
め
る
保
験
料

負
担
は
低
く
あ
り
ま
せ
ん

震:実議事千台子入国子案秀そ努国
の 7 分 料さ 151 の保い険負れを民
被円合負れ 2 9 4分にまに担で国健
保にわ担て 6 8 4 ~はす比はもが康
険達せ もい円 2円一、 。ベ、、負保
者して ー まの円と般老 てほ国担険
のて 9般 す 国 の 老 分 人 高か保 し は
負 お万 分が庫計 人 )を くの加て
担り 1 と、負 14分 9除 な 健 入 い 医
額、 ま療

会審国民健康保険 て害

l;t • • • ~ ~まこその5二

団
伸
一
ま
っ
消
登
録

1
・・・

3
3ご

…舗
の
一移
転
登
録

j

戸

μ
E
v
j

O
自
動
車
の
登
録
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
他
人
に
廃
車
や
、
譲
渡
を
依
頼

し
た
場
合
は
、
陸
運
事
務
所
が
発
行

す
る
登
録
事
項
証
明
な
ど
に
よ
り
、

も
う

一
度
あ
な
た
の
目
で
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

。
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

。
自
動
車
を
廃
草
し
た
り
、
譲
渡
し

を
揃
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
分
で
登
録
手
続
き
が
で
き
な

い
場
合
は
、
大
村
地
区
自
家
用
自
動

車
協
会
(
松
並
2
丁
目
断
、
宮
②

2

9
7
1
)
に
申
請
を
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
要
な
書
類
・
用
紙

な
ど
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ

い。

た
と
き
で
も
、
陸
運
事
務
所
で

「ま

っ
消
登
録
」
や
「
移
転
登
録
」
を
し

な
い
と
税
金
は
い
つ
ま
で
も
登
録
h

か
伊
勢
力
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
ま
っ
消
登
録
・
移
転
登
録
な
ど
の

手
続
き
は
、
長
崎
県
陸
運
事
務
所
登

録
課
(
長
崎
市
平
間
町
制

i
l
、
宮

長
暗
⑬

4
7
4
7
)
に
必
要
な
書
類

9
5
3
9
円
、
組
合
健
保
の
被
保

険
者
の
負
担
額
7
万
8
4
5
0
円

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
国
保
は
医
療
費
の
3

割
負
担
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

自
己
負
担
割
合
は
、
ほ
か

の
健
保
よ
り
重
く
な
っ
て

い
ま
す
。

※建設工事関係指名願受付中(3月31日まで 管財課監理係へ)

国保の 1世帯あたり医療費
(昭和58'"度予家ベース)

。
使用済みの乾電池は

ゴミとして

出さないでください

清掃センター合④3100

⑮ ⑧ 



(4) 

舎年で20年青年団文化祭(% 市民会館) 牟
各団対抗の芸能合戦や叡合単え団員の作日展など

を行い団員の親睦と青年団のPRをしましだ。
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凶
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c
c
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5
月
日
固
ま
で
ー
ー

の
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

の
確
認

。
老
齢
年
金
の
現
況
届
は
、
受
給

し
て
い
る
人
の
生
存
の
確
認

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
人
が
現
況
届
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、

印
鑑
を
押
し
て
か
ら、

市
長
お
よ
び
農
業
委
員
会
会
長

(
経
営
移
譲
年
金
の
現
況
届
の
み
)

の
証
明
を
受
け
て
く
、だ
さ

い
。

※
現
況
屈
の
提
出
を
忘
れ
た
り
、

遅
れ
た
り
し
た
場
合
や
証
明
を

忘
れ
た
り
す
る
と
、
年
金
が
支

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

司

羽
日
ω

b 

農業者集金を
¥/七二嚢鎗中のお毎窓んへ
m~ ; l 大 こ 年をる を がを
，年記i¥1 切 と 1受 か 受 引 受 現

日立λ1よxノノλこ な に 回 け どけき給 呂
」ト%趨ゑ~)I 届な 、 る う る続し届
て華客象者'"¥，，，け っ提たか権いては
月 ~町、圃l' で で出め の 利 てい

~.. 母て ZZ lミ!?Z Zヌ2

む

ー
用
紙
は
送
付
し
て
あ
り
ま
す

1

0
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
「
経
営
移
譲
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
自
留
地
を
保
有
し

て
、
第
三
者
に
経
営
移
譲
し
た
受

給
者
に
対
し
て
は
「
農
地
等
経
営

状
況
届
」
も
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

0

0
老
齢
年
会
す
乞
受
給
し
て
い
る
人
に

は
「
農
業
者
老
齢
年
金
受
給
権
者

現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

0

1
市
長
お
よ
び
農
業
委
員
会
会
長
の

確
認
が
必
要
で
す
1

0
経
営
移
譲
年
金
の
現
況
届
は
、
受

給
し
て
い
る
人
の
生
存
お
よ
び
農

地
に
つ
い
て
耕
作
ま
た
は
、
養
畜

おお… :日川

汚染なしみんなが使えば

ノ /

魅力ある子ども会を目指して

(% コミュ二ティセンター)

昭平〔巴8年度のモデル子ども会発表会を開催。

富の原1丁目・柴田第2‘本小路の各子ども

会ガ、 日頃の活動状況を発表しましだ。

d~・
1 

※粉石けん

は

mao巴
巴

og包
@
羽
田
む

勤

学

長

崎
市
周
辺
の
幹
線
粛
運
動
」
が
、
長
崎
市
都
市
国
交
通

し
て
い
る
人
は
、
パ
ス

電
車

・

通

過

道
路
で
は
、
交
通
渋
滞

問

題
協
議
会
(
長
崎

・
諌

早

・

大

村

鉄

道

な
ど
を
利
用
し
て
、
朝
夕
の

の

が
毎
日
の
よ
う
に
続
い
な
ど
3
市
叩
町
お
よ
び
県
・

県
警
察

交
通
混
雑
の
緩
和
に
ご
協
力
く
だ

へ

て
い
ま
す
。

本
部
で
構
成
)
の
提
唱
で
、
昭
和
日

さ
い
。

ヨ
μ
長
崎
市
ヘ
マ
イ
カ
ー

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
主
す
。

日
札

で
通
説
・

通
学
し
て
い

こ
の
運
動
は
、
交
通
混
雑
の
緩
和

仁
附
踊

る
人
に
パ
ス
・
電
車

・
と
省
工
、
不
ル
ギ
l
を
主
な
目
的
と
し

ヨ
2
4
鉄
道
な
ど
の
利
用
を
す

で
い
ま
す
。

巨
七
回
す
め
る
「
マ
イ
カ
ー

自

通

勤
・

通
学
に
マ
イ
カ
ー
を
利
用

‘ 大会新記録で8年ぶりの優勝を飾る

(第一% 第33回郡市対抗県下一周駅伝)

大村 ・東彼チームガ累計21時間32分45砂

i という見事な記録で優勝。おまけに3日

聞とも日間首位という完全優勝をなしと

げましだ。 皆さんのご声援に感謝します。

(写夏は、 2日目、大村駅前再スタート〉

3月31日まで開催中です)

やつだ~守番よ

51 

ら 日日川 口 山口コ:口山山山口山口山口川山 昭和59年3月1

晶
子

企
寒
風
を
つ
い
て
市
民
駅
伝
大
会
(
%

収
容
所
周
辺
)

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
2
0
0
0
人
、
ガ
参
加
。

日
頃
の
健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
だ
。

(
結
果
は

7
ペ
ー
ジ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ひ
ろ
ば
に
掲
載

し
て
い
ま
す。〉

入
国
者

(場所:観光案内所 (大村駅前)“大村観光展"

北方の領土かえる日平和の日

(劣 戸ーケード街)

北方領土返還要求長崎県民会議が

街頭署名運動を行いましだ。当日

は寒い臼でしだが、存0700人の署名

を集めましだ。ご協力ありがとう

ございましだ。

むお

h

，
 

お
白
さ
ん
ガ
学
校
給
食
を
詰
食
(u
m
松
原
小
)
…

今
日
の
献
立
は、

干
し
大
根
の
煮
も
の
に
魚

川

の
南

郡虫、
つ
け。
試
食
し
だ
犯
人
の
お
巴
さ
ん

は
「
い
が
い
と
給
食
っ
て
お
い
し
い
で
す
ね
。
…

う
ち
の
な
ん
か
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
お
い
し
い
」

と
話
し
て
、
な
か
巳
は
こ
っ
そ
り
あ
代
り
す
…

る
お
田
さ
ん
も・•••
•• 

お

※写真で綴る

市政だより(5) 
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込孝人取現 身慢賓のみ援護l:kイに 一一一…
扇;疋得在
限員 t=… 

いよゐ

可芳 を実施します
就中
労の 対 い の る 活 自 ，
が人部聴け帳身象ま操た動立身
見 ま障覚ての体 とす作めの更 ft
込た害おい交障 な 。訓、イi生障
まは者よる付害る 練自進と害
れ免でび肢を者人 を動を社者
る許、肉体受子 行車図会の

お:ロ :山"H'山

ω人
(
県
内
)

3
月
お

F
俗

上
久
原
北
地
区
の

民
生
児
童
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

-
奮
貝
名

(
敬
称
略
)

柳

正

久
原
郷
7
8
7
の
7

告
②
6
0
6
5

訓
練
の
実
施
期
間

4
月
下
旬
1

6
月
、
9
月
1
ロ
月

申
込
・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

な
か
よ
し
保
育
園
児
に
よ
る

器
楽
演
奏
会

初
め
て
の
企
画
で
す
。
多
数
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
日
日
間
午
前
日
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
保
育
園
妙
宣
寺
、
松
原
、
美

天
宮
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

一か一
一サヲ一

一で一

一
ド

ν
一

一程
M

一

一ザ』一就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
保
護
者

が
病
弱
で
あ
っ
た
り
、
職
業
が
不
安

定
で
あ
る
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
、

就
学
に
必
要
な
学
用
品
や
給
食
費
な

ど
の
負
担
が
困
難
な
小
・
中
学
生
に

対
し
て
、
そ
の
事
情
が
良
く
な
る
ま

で
の
問
、
国
や
市
が
援
助
す
る
制
度

で
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た
上
、

代
替
職
員
の

登
録
を
受
付
申

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
が
、

出
産
や
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
と
き
臨

時
的
に
雇
用
す
る
保
母
・
調
理
員
な

ど
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
書
類

。
履
歴
書
1
通

(
写
真
添
付
)

O
保
母

・
調
理
員
な
ど
資
格
証
の
写

し
(
現
在
、
登
録
し
て
い
る
人
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

受
付
期
限

3
月
M
日
凶

受
付
・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
章
孫

就
学
援
助
費
制
度

鮮
側
部
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
に

援
助
対
象
者
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

援
助
弁
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
学

校
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ

遠
慮
な
く
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

:舗
呈00
実き
見A

言語
器移
事⑧

福祉センター)

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
・
指
導
員

能
に
障
害
が
あ
る
人
に
対
し
て
は

診
断
、
面
接
に
よ
り
発
声
法
や
家

庭
訓
練
な
ど
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
相
談
に
も
応
じ
、
聴
覚
や

圭
一
呈
問
機
能
に
障
害
が
あ
る
人
の
福

祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
訪
れ
た
人
は
「
今
ま
で

耳
が
不
自
由
で
困
っ
て
い
ま
し
た

が
、
補
聴
器
を
は
め
て
か
ら
は
、

よ
く
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
、

友
だ
ち
と
の
話

し
も
楽
し
く
な

り
ま
し
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

相
談
員
・
指

導
員
も
「
お
か

し
い
な
と
思
っ

た
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
き
て

く
だ
さ
い
。
な

に
よ
り
も
早
く

発
見
し
適
切
な

指
導
が
大
切
で

す
か
ら
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

毎
月
、
第
3
土
曜
日
の
午
後
に

な
る
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の

人
が
集
っ
て
き
ま
す
。

今
日
は
「
耳
と
こ
と
ば
の
相
談

日
」
で
す
。

相
談
員
・
指
導
員
は
、
聴
覚
に

障
害
が
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
診

断
、
測
定
に
よ
り
補
聴
器
の
申
請

や
着
用
の
指
導
を
行
い
、
言
語
機

午後 1時-3時(3月17日伯※耳とニとばの相談日
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ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ナ
ー

ま

町

日

差

の

ナ

イ

夕

日

司
折

l
使
用
登
録
チ
l
ム

告
し
~
円
仁
)
を
受
付
中
で
す
。

寸

③

登
録
さ
れ
て
な
い

ト

砂
と
ナ
イ
タ
ー
施
設
の

れ

〔

訂
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

~

V
HH
の
で
、
早
目
に
登
録

月

巳

じ

し
て
く
だ
さ
い
。

円以

'

必

登

録

内

容

責
任
者
、

ン

ン

コ

保
証
人
2
人
、
チ

ラ
ラ

K

l
ム
名
簿

ク
ク
コ
ブ

助

中

F
Z
ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

補

郡

5
日
ー
そ
の
月
の

日
日

1
月
末
分

初
日
l
翌
月
の

1
日
1
日
日
分

抽
選
締
切
時
間

補
助
グ
ラ
ン
ド

l
午
後
2
時

郡
中
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
4
時

抽
選
場
所

市
役
所
第
7
会
議
室

受
付
・
間
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
抽
選
日
が
土

・
日
曜
日
、
祭
日
の

おお市政だより(7) 

と
き
は
翌
日
の
平
常
日
が
抽
選
日

に
な
り
ま
す
。

抽
選
日
に
は
登
録
を
受
け
付
け
ま

せ
ん
。
前
日
ま
で
に
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

第

3
固
市
長
杯
争
奪

職
場
・
臓
域
対
抗

サ
ッ
カ
ー
大
会

期
日

4
月
8
日
間

・
日
日
田

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か

参
加
で
き
る
人

市
内
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

申
込
期
限

3
月
初
日

ω

申
込
・
間
合
わ
せ
先

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
(干
抑
制
植
松
3

丁
目
的
、

宮
②
6
7
8
2
柴
田
)

由
一国
自
白
日

を
嚢
一貫

3
月
4
自
の
田
中
本
諮
尿
器
科

を
(外
・
内
)
佐
藤
外
科

・
抗
出

津
2
丁
目
・
宮
②
3
0
7
G
に

変
更
し
ま
す
。

駅
伝
の
一
般
A
は
臼
チ
!
ム
が
参

加
し
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
走
友
会
が

優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
優
勝
は
次
の
通
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

駅
伝
一
般
B

大
村
部
隊
本
管
中
隊

口
l
ド
レ

l
ス

小
A
子
生

--⑧⑩⑨⑧⑧⑨⑧ 
告③1353

教養講座受講生を募集

蜘
一
月

日種

設 講座開

4 月 ~ 9 月、週 l 回 (月 4 回)

時間 午後 6 時30分~8 時30分

受講できる人 市内に住んで、いる人または

勤務している人で30歳未満の勤労青少年

定員 各講座30人

受講料 無料 (教材費は実費)

申込期限 3月24日(土)

申込・間合わせ先 勤労青少年ホーム

※期限前でも定員になり次第、締め切 りま

岡 一 日 中 6 6 5 544  3 3 2 2 1 1宮
山 般 子子 学 年年年年年年年年 年 年年年 耳

生 女男女男女 男 女 男女 男女男 乞ムS
道 高 山浦 子 子子 子 子 子 子子 子 子 子子 rる元
子 校 浦田 F司
主 女 倉 外外小中高 一 近山貞川 谷 τヲ
八子み嘉 田 尾尾 野 山 以 世 河 本 刈 崎 野 n'
古 き明 良 ZZE 
恩 亥茜 純 義 裕 美 康 直 直 秀 明 恵幸 1雲

大 壬塑壬全壬 人子樹 子安枝 司福
島11: 鈴 嬰 中大東大福 塾 大 串 富草 腸

巴主き柱忌 11雲監 11ft忌註

料理A、英会話

期間

きもの着付、フラワ ーデザイン

車球、 書道ペン

料理B、茶道

硬式テニス

生花

金
一
白

火
一
水
一
木

ま小し館

史料館• 
ぱ く書 (図書の整理、点検、力一 ド、

目録の整備など)のため休館します。

借リている本は、お返しください。

す。

申し込みと同時に、 災害補償保険(2卯円)

勤労青少年ホーム)午後 2時-----8時30分( 3月17日仕)

に加入しでください。

※勤労青少年ホームまつり
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医
学
・
歯
学
修
学
生

長
崎
県
で
は
、
国
公
立
大
学
の
医

学
部
お
よ
び
歯
学
部
を
卒
業
後
、
離

島
や
へ
き
地
の
医
療
に
積
極
的
に
取

り
組
む
熱
意
の
あ
る
人
に
修
学
資
金

弁
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
額
O
授
業
料
、
入
学
料
(
国
立

大
学
に
お
け
る
額
)

O
専
門
課
程
で
の
学
習
図
書
費
(
年

額
初
万
円
以
内
)

O
生
活
費
(
月
額
7
万
円
以
内
)

貸
与
利
率
年
U
・

5
%

返
還
に
関
す
る
特
典

大
学
卒
業
後
、

一
定
期
間
以
上
、

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
な
ど

に
勤
務
し
た
人
は
、
元
金
・
利
息

と
も
返
還
を
免
除
さ
れ
ま
す

申
請
書
提
出
期
限

3
月
幻
日
嗣

間
合
わ
せ
先

県
保
健
部
県
立
病
院
課
総
務
指
導

係
(
〒
制
長
崎
市
江
戸
町
2
1
m

g
長
崎
⑬

b
7
2
1
)

お市政だより4

・l
よ

同
月

円
べ

υ年ハ
同
U

F
h
u
 

円
H
U

エ小，
万
口

口
u

大
村
建
設
妓
術
専
門
学
院

生

徒

車
品
川
尚
子
部

建
築
製
図
科
1
夜
間
2
年
(
週
2

回
)

土
木
課
l
夜
間
l
年
(
週
3
回
)

高
等
堂
郵

建
築
科
1
昼
間
2
年
(
土
曜
日
)

左
官
科
1
昼
間
2
年
(
土
曜
日
)

特
典
0
2
級
建
築
士
、
職
業
訓
練
指

導
員
の
受
験
資
格
が
短
縮
さ
れ
ま

す
O
技
能
士
補
の
資
格
が
取
れ
、
技
能

検
定
2
級
受
験
の
時
は
学
科
が
免

除
に
な
り
ま
す

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

(宮
③
8
3
8
5
)

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

く
じ
ら
太
鼓
打
ち
手

あ
な
た
も

H

夏
越
ま
つ
り
ο

で
太

鼓
を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
で
き
る
人
小
学
生
以
上

募
集
人
員
O
子
供
l
犯
人

O
大
人

1
日
人

申
込
期
限
3
月
日
日
制

申
込
・
間
合
わ
せ
先

夏
越
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(
青
年

会
議
所
内
、
宮
②
6
3
9
1
)

N
B
C
社
外
モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー
期
限

O
上
期
(
印
年
5
月
1
叩
月
)

O
下
期
(
問
。
年
日
月
1
ω
年
4
月
)

の
ど
ち
ら
か

レ
ポ
ー
ト
本
数
月
5
本

応
募
で
き
る
人
目
歳
以
上

謝

礼

月

6
0
0
0
円

応
募
方
法

N
B

C
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
番
組

を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、

1
番
組
に
つ
き
2
0
0
字
程
度
の

感
想
文
に
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い

※
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
も
書
い
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限

3
月
泣
日
凶

当
日
消
印
有
効

応
募
・
間
合
わ
せ
先

N
B

C
番
組
モ
ニ
タ
ー
係
(〒
側

目
長
崎
中
央
郵
便
局
私
書
箱
印
)

防
衛
庁
共
済
組
合

職

資
格
四
歳
1
印
歳
で
高
校
を
卒
業

(
見
込
み
存
否
む
)
し
た
女
子

募
集
人
員

1
人

申
込
方
法
市
販
の
履
歴
書
を
2
通

提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
3
月
9
日
幽

試
験
3
月
日
日

ω

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

採

用

主

疋

5
月
上
旬

員

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
駐
屯
地
業
務
隊
厚
生
科

(宮
②
2
1
3
1
)

日
枚
j
m
ω
枚
で
図
面
、
写
真
な
ど

の
添
付
は
自
由
で
す

※
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
会
社
名
、
団
体
名
(
代

表
者
お
よ
び
全
員
の
氏
名
を
記

入
)
存
」
書
い
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

4
月
初
日
間

当
日
消
印
有
効

応
募
先
毎
日
新
聞
社
企
画
セ
ン
タ

ー
「
道
」
づ
く
り
提
案
係
(
〒
聞

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
1

1
)

道
づ
く
り
提
案

テ
l
マ
道
路
の
あ
り
方
、
活
用
法
、

未
来
像
、
道
ゃつ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

な
ど
道
路
に
関
す
る
こ
と

応
募
で
き
る
入
団
歳
以
上

※
グ
ル
ー
プ
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
規
定

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

相
暗
伊
申
伊
申
伊
申
帥
申

伊
ゆ
伊
砂
情
暗
伊
申
伊
貯
肺
ゆ
伊
申
伊
申
伊
申
伊
申
伊
時
伊
叩
伊
貯
伊
噌
酬
ゆ
伊
の
伊
申
伊
申
伊
申
明
暗
伊
時
伊
耐，
伊
申
伊
昭

二
一
一
結
構
り
が
と
う
と
さ
い
ま
し
た

一

的

〈
香
典
返
し
〉

敬

称

略

社

会

福

祉

協
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